
  

 

 

 

 

 お正月休みは、遠くで暮らす家族と再会できて、 

 とっても楽しみですね。 

 帰省される方も、懐かしいふるさとで過ごす時間は、 

 子供の頃の気持ちに戻れる、 

何ものにも代えがたい、大切な時間だと思います。 

  

 

 そんな時は、焼き菓子を贈るのはいかがでしょうか？ 

 年末は、お正月準備が忙しくて、手間のかかるものは困るし、 

 お正月はご馳走を食べ飽きているので日持ちのしないものも困ります。 

 でも、日持ちのする焼き菓子なら誰にでも喜ばれます。 

 清水の焼き菓子は、２週間日持ちがするので、 

 お正月明けの仕事始めになってもお召し上がりいただけます。 

 長い休み明けの仕事って、気が重いので、 

 そんな時に、甘い物があると、嬉しくなりますよね。 
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何かと慌ただしい、年末年始がやって来ました。 

いくら忙しくても、お世話になった方へのあいさつは、 

忘れないようにしたいものですね。 

とはいえ、手ぶらであいさつに行くのも気が引けるし、 

あいさつの品を、何にしたらいいのか迷いますね。 

 年末年始は、清水の焼き菓子 

清水は焼き菓子の品揃えが、県下トップクラスで、 

和菓子も洋菓子も取り揃えているので、 

どんな方にもピッタリのギフトが、きっと見つかります。 

年の終わりと、年の初めのごあいさつ、 

気心の知れたお相手なら、その場で菓子箱を開けて、 

一緒に食べたら話も弾みそうですね。 

笑顔の多い、年末年始にしてくださいね。 

地方は、年々人口が減って淋しくなる一方です。 

そこで、帰省している方にふるさとのお菓子を持たせてはいかがでしょう？ 

地元、高瀬銘茶を使った「茶らりん」。 

ふるさとで、７０年以上食べられている「爺神まんじゅう」。 

懐かしい味のお菓子を食べたら、急にふるさとが恋しくなって、 

近い将来、地元にＵターンして、香川県民になるかもしれませんよ。 

香川の過疎化を食い止める作戦。ぜひ、お試しくださいね。 

 ふるさとのお菓子です。 



 

 

 栁原が撮影した、韓国のいろんな食べ物の画像を見せてもらいましたが、 

 あまりにも多すぎるので、今回は、韓国スイーツの一部を掲載します。 

 「韓国のケーキはイマイチ。日本のケーキの方がおいしい」と言っていますが、 

 そんなにおいしくないのなら、なぜこんなにたくさん食べるのでしょうか？ 

 とはいえ、韓国へただ食べまくりに行っていたわけではありません。 

 勉強も凄く頑張ったようで、もともと賢かったのに、 

 さらに頭が良くなったようで、まわりのスタッフはタジタジです。 

 韓国語も堪能なので、韓国人のお客さんにも対応できます。 

 国レベルでの関係は、いろいろと荒れていますが、 

 お隣の国なので、お互い意地を張らずに、 

仲良くなってくれればいいですね。 

 

 

販売スタッフの栁原が、韓国での留学を終えて帰国し、 

清水のスタッフとして帰って来てくれました。 

日韓関係が最悪だったので、みんな心配していたのですが、 

栁原は、韓国を楽しんできたようで、 

特に、韓国の「食」を存分に楽しみまくってきたようです。 

慣れない食文化だから、大変だったろうと思ったら、 

本人は、バカバカと食べまくったようです。 

 

詫間さんの寄せ植え作品は、 

お店の周りに飾っていますので、 

ご来店の際にはぜひご鑑賞くださいね。 

花も、人も、お菓子も、 

気持ちを込めて育てる事が大切ですね。 

目立たなくても、精一杯咲いている花を 

大切にしていきたいと思います。 

 

 

 

 清水にご来店の際、店の周りに、 

いつもきれいな花が植えられているのを、ご存知でしょうか？ 

その花は、園芸好きの詫間さんが、 

丹精込めてお世話をしてくれている花です。 

そんな詫間さんに、先日、ほっこり堂で寄せ植え体験会を開いていただきました。 

花の好きな方が集まって、楽しい時間を一緒に過ごしました。 

 寄せ植えギャラリー 

 無事帰国しました。 

よもぎは血行を良くする効果が高いので、 

毎年、寒くなるとおススメしている「よもぎパウンド」。 

でも、最近はおススメしなくても、年中よく売れています。 

実は、３０年くらい前に売り出した時は、 

こんなに人気が出るお菓子だとは思っていなかったので

すが、 

じわじわとファンを増やしてきた苦労人の焼き菓子です。 

やはり、苦労人は、何事にも根強いですね。 

よもぎがおススメです。 

お仕事中 

↑留学中 

韓国スイーツ 

寄せ植え体験会＠ほっこり堂 
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梶さんに注文を出しています。 

ご好意で、タダで分けてくださっているのに、本当に厚かましいスタッフですね。 

でも、そんなところが、お客さんとの距離が近い、ほっこり堂の良さなのかも。 

いろんな方の支えで成り立っている、ほっこり堂。 

実は、ほっこり堂のスタッフは、お客さんに猛烈に感謝をしています。 

少しでも、お客さんに喜んでいただけるように、精進してまいります。 

 

 

 

 長生きみそ汁をはじめ、 

いろいろと健康的なメニューを考えているほっこり堂。 

野菜メニューをできるだけ多くしようと努力しています。 

それを支えてくださっているのが、常連のお客様・梶さんです。 

珈琲を飲みに来るたび、自家製の野菜を差し入れしてくださいます。 

最近ではほっこり堂のスタッフが調子に乗って、どんな野菜が欲しいのか、 

 

 

 

この秋、清水にノッポな新人・戸城が入りました。 

誰よりも背が高いけど、けっこう乙女です。 

入って間がないのに、いろんな事ができるから、 

ベテランみたいに、みんなに頼られているけど謙虚です。 

なんなんでしょうか？ この落ち着き具合。 

そんな戸城の趣味は、パン作りです。 

いや、インストラクターの資格も持っているので、 

もう趣味の領域を超えて、セミプロです。 

 

 

熱くて、重いけど、しっかり手を加えてやると、 

その想いに応えてくれるかのように、 

滑らかな口どけに炊き上がってくれるあんこ。 

人は裏切ることがあるけど、 

あんこは、手をかけてやると、決して裏切りません。 

あんこって、本当にイイやつです。 

そんな想いで炊き上げたあんこ。 

お客さんに気に入っていただけると、こんなに嬉しい事はありません。 

 

   

 

 心が疲れると、ボーっと海を見て気分転換をする方がいますが、 

 菓子職人は、あんこが炊かれているのを見ると、癒されます。 

 熱を加えられ、刻々と状態が変わっていくあんこ。 

 立ち上る小豆のかぐわしい香りが、アロマ効果のように、気分を鎮めてくれます。 

 でも、ただボーっと見ていたら、あんこは焦げてしまいます。 

 癒しのあんこ炊き 

近い将来、清水の店頭にパンがお目見えする日が来るかもしれません。 

ていうか、いっぺん作って、みんなに食べさせてほしいけど、 

今のお菓子屋は繁忙期なので、なかなかパン作りの時間が取れません。 

まだまだ、いろんな特技を持っていそうな戸城。 

清水にどんな化学反応を起こしてくれるのか、楽しみですね。 

 大型新人、入りました。 

 ヘルシーほっこり 
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 今月も抽選で２０名様に、 

 清水菓子舗の商品券５００円をプレゼントします。 

 

 今月は、豊中町に関するクイズです。 

 右と下に、あ～し まで、 

 清水菓子舗の店主がスケッチした 

 豊中町内の建物の絵が、１２枚あります。 

 その中で「ＪＲ本山駅」はどれでしょう？ 

 

 クイズの答えは、同封した商品券の裏に、 

 ひらがなでお書きください。 

 商品券をお送りしますので、 

 住所氏名も忘れずにお書きください。 

 お買い物の際に販売スタッフにお渡しいただければ 

 割り引きと同時に、 

 プレゼントクイズにもご応募いただけます 

 

 締め切りは、１月１８日。 

 当選発表は、発送にかえさせていただきます。 

 

 今月のプレゼントクイズ 

 
いつもいつも、本当にありがとうございます！ 

この「お菓子屋だより」は当店ポイントカード会員の方で 

高ポイント獲得のお客様１３００名にお送りしています。 

 

令和元年もお世話になりました。 

令和２年も、みなさまにとって 

素晴らしい１年になりますように、 

心からお祈り申し上げます。 
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営業時間 ９：００～１８：３０ 

定休日 木曜日 


	１４９－１
	１４９－２
	１４９－３
	１４９－４

